
8

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
初
校

特
集
②

　
市
で
は
、「
学
都
・
仙
台
」
の
強
み

を
生
か
し
、
若
者
の
感
性
や
ア
イ
デ
ア

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
若
者
の
柔
軟
な
発

想
を
生
か
し
て
ま
ち
の
活
力
に
つ
な
げ

る
た
め
、「
仙
台
ま
ち
づ
く
り
若
者
ラ

ボ
」
を
９
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
若
者
が
「
ま
ち
の
特

派
員
」
と
な
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

取
材
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
若
い
世
代

な
ら
で
は
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

10
代
か
ら
30
代
の
学
生
や
社
会
人
29
人

が
６
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
仙
台
で

「
楽
し
む
」「
学
ぶ
」
な
ど
の
切
り
口
で
、

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
関
わ
る
こ
と
の

で
き
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
取
材
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
ま
で
に
２
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
チ
ー
ム
ご
と
の

活
動
を
実
施
し
、
テ
ー
マ
へ
の
考
察
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
に
は
、
３
回
目
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
こ
の
日
は
、
こ
れ

ま
で
チ
ー
ム
ご
と
に
行
っ
て
き
た
取
材

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
基
に
、
進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
の
報
告
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。「
楽
し
む
」
チ
ー
ム
は
、
若
者
の

視
点
か
ら
見
た
仙
台
の
観
光
地
の
魅
力

を
探
る
た
め
に
秋
保
・
作
並
地
区
や
水

の
森
公
園
な
ど
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
や
課
題
に
つ
い
て
取
材
し
た
こ
と

を
、「
学
ぶ
」
チ
ー
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
び
の
場
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
、
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　仙台のことが好きで、仙台のまち
に今どんな課題があるのか、また出
身地である気仙沼市と、現在大学生
活を送っている仙台市をつなぐ何か
ができればと思い参加しました。仙
台の中小企業の方へのインタビュー
では、東日本大震災を機に、より地
域に寄り添う意識を持つようになっ

誰でも気軽に参加できる
コミュニティーを

熊谷　流
りゅうが

伽さん

民
家
の
ガ
レ
ー
ジ
に
本
を
並
べ
て
近
所

の
子
ど
も
た
ち
に
貸
し
出
し
た
り
、
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
た
り
し
て
い

る
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
こ
と

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
他
の
チ
ー
ム
の
活
動
内
容
に
興
味
深

く
耳
を
傾
け
、
ま
た
自
分
た
ち
が
発
表

し
た
内
容
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
、
今
後
の
活
動
の
方
向
性
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
に
は
最
終
報
告
会
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
発

想
や
ア
イ
デ
ア
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

事
業
終
了
後
も
、
継
続
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
、
自
ら
の
行
動
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

たという話を聞き、地域に貢献したいという思いを新たに
しました。来年から社会人になるので、今回の経験を生か
して、自分が育ったまちの良さを大事にし、その良さを伝
えていけるようになりたいと思います。

　北海道出身で、ずっと北海道で暮
らしてきましたが、転勤を機に３年
前に仙台に引っ越してきました。イ
ンタビューなどを通して、仙台は暮
らしやすいということや、人の良さ
を感じています。今回の活動に参加
してみて、さまざまな人の話を聞き、
新しい視点を得たり刺激を受けたり尾

お

門
かど

　あいりさん
することが多くありました。このような活動に興味があっ
てもなかなか参加する方法が分からないという同世代の人
もいるので、気軽に情報交換ができる、ハードルの低いコ
ミュニティーをつくれたらいいなと思います。

こ
の
特
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

市
民
協
働
推
進
課
☎
214
・
８
０
０
２
、

FAX

211
・
５
９
８
６

「仙台まちづくり若者ラボ」
最終報告会

●日時‖１月14日㈭19:00～21:15　●会場
‖市民活動サポートセンター　●内容‖各チ
ームの活動をまとめた、まちづくりについて
のプレゼンテーション　●定員‖25人〔抽
選〕　●後日動画配信を行います
申市ホームページの電子申請または電話で
１月12日までに仙台まちづくり若者ラボ事
務局（㈱ＪＴＢ仙台支店内）☎263·6726

この活動を通して感じた仙台の良さを
伝えていきたい

　　　の視点でまちづくりに参加！
―仙台まちづくり若者ラボ

者若
市内の企業の方へのインタビュー ワークショップでのチーム間の意見交換


